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1 はじめに
人々は社会生活の中で様々なストレスを抱えている。
平成 30年度労働安全衛生調査 (実態調査)[1]によると、
労働者の半数以上が強いストレスを抱えている状態とさ
れている。ストレスは睡眠の質や作業効率を低下させる
などの悪影響をもたらすこともあり、うつ病や自殺など
にもつながる可能性がある。このような現状から、人々
には日々の生活の中でストレスを解消することが必要だ
と考えられる。現在は、精神的ストレスを緩和させるた
めのリラックス効果があるサービスや製品が数多く存在
する。その中でも楽曲聴取は身近なリラクゼーション手
法としてよく知られている。
楽曲聴取におけるリラクゼーション効果には楽曲聴取
者との相性があることが知られており、その一つに楽曲
聴取者の感情と一致する印象を持つ楽曲を聞くことで、
精神的な安定をもたらすとされる同質の原理 [2]がある。
しかし、楽曲に対して抱く印象には個人差が存在するこ
とから、適切な楽曲を推薦するために個人差を考慮した
印象推定手法が重要であると提案されている。
個人差を考慮した印象推定に関する先行研究にて、新
田 [3]は個人差をファジィ関数の曖昧度に変換すること
で、個人差を考慮した楽曲印象評価の推定を行った。こ
の個人差としては、人格として備わるパーソナリティ特
性が存在する。このような個人差の要因を 1つ 1つ抽出
して分析し、印象評価に関係する要因を特定することは、
今後の特徴量作成において有用であると考えられる。
そこで本研究では、個人差に関する要因としてパーソ
ナリティ特性に着目し、楽曲の印象評価との関係につい
て分析を行った。その結果、パーソナリティ特性の開放
性及び誠実性、情緒不安定性が印象評価に微弱ながら関
係していることが示唆された。さらに、実際に楽曲の印
象評価とリラクゼーション効果に個人差が見られること
を脳波計測実験により確認できた。
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2 関連研究
2.1 感性と印象評価語
新田 [3]は感性を「人が事物から得られる曖昧で多義的
な情報を知覚し、無自覚的に統合して主観的な印象とし
て解釈する能力、またはその結果得られる心的体験であ
る」と解析している。また、人が楽曲を選ぶ際の意思決
定過程において考慮する要素には演奏しているアーティ
ストや楽曲のジャンルといったものがあるが、それらの
選択基準の根底には感性が存在すると考え、楽曲に対す
る感性を抽出するために主観評価アンケートによる印象
評価実験及び印象推定を行った。その研究において新田
は、因子分析を用いたクラスタリングにより抽出した 8

組の形容詞対を印象評価語として使用した。本研究にお
いても新田が用いた形容詞対を印象評価語として使用す
る（表 1）。
2.2 楽曲特徴
伊藤ら [4]及び新田は楽曲の音量、音高、リズムのゆ
らぎ特徴から 66の楽曲特徴量を抽出して使用した。し
かし、特徴量の次元数が多いため、直接分析に用いるこ
とが困難である。さらに、282曲を用いてこれらの特徴
量の相関行列を確認したところ、強い相関関係が見られ
る特徴がいくつか存在した。そこで、これらの 66の楽
曲特徴量から主成分分析を用いて次元削減を行い、13の
主成分を抽出した。抽出された主成分を本研究で用いる
楽曲特徴とした。

表 1: 印象評価語 [3]

印象番号 形容詞対
1 静かな-にぎやかな
2 軽量感のある-重量感のある
3 スローテンポ-アップテンポ
4 暗い-明るい
5 日常的な-ドラマティックな
6 やわらかい-かたい
7 厚い-薄い
8 しんみりした-うきうきした
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表 2: 脳波の種類 [9]

脳波種類 周波数 状態
β 波 15–23Hz 不安・いらいら

α波
Fast-α波 12–14Hz 緊張・集中
Mid-α波 9–11Hz リラックス・集中
Slow-α波 7–8Hz リラックス・意識低下
θ波 4–6Hz 深いリラックス・浅い瞑想

2.3 パーソナリティ特性
パーソナリティを構成するいくつかの変数（共通特性）
の程度を量的に測定し、それらの組み合わせでパーソナ
リティを記述、説明しようとするのがパーソナリティ特
性論である [5]。その中でもパーソナリティ特性を情緒
不安定性、外向性、開放性、調和性及び誠実性の 5つの
基本特性次元とする 5因子モデルはよく知られている。
並川ら [6]は和田 [5]が開発した Big Five尺度を基礎に
Big Five尺度短縮版を開発した。この尺度は外向性と情
緒不安定性が 5項目、開放性と調和性が 6項目、誠実性
が 7項目の計 29項目であり、オリジナルの尺度と比べて
項目数が半分未満となっている。そのため、パーソナリ
ティ特性の短縮版を用いることで被験者の負担を減らす
ことができ、アンケートの回答数の向上も期待できる。
そこで、本研究では個人差を表す尺度として並川らが開
発した Big Five尺度短縮版を用いる。
2.4 脳波とリラックス度
脳波を用いたリラックス度の推定手法の多くは β波に
対する α波の割合の増幅を指標としているものが多い。
本研究では、リラックス度推定手法として山西ら [7]及
び田口 [8]、佐藤ら [9]の研究で使用された 3つの推定手
法を使用する。
これらのリラックス度推定手法では周波数帯の定義が
異なるため、本研究では周波数帯を統一するために佐藤
らが用いた脳波の種類を使用する（表 2）。
3 楽曲に対する印象評価の分析
本研究では、大学生に対してパーソナリティ特性及び
楽曲聴取時の印象評価のアンケート調査を行った。使用
楽曲については、重複を許して収集したクラシック音楽
282曲から第 1、第 2主成分を軸とする平面において楽
曲同士が離れるように 10曲を選定した。調査の参加者
には事前にアンケートの手順と個人情報の取り扱いにつ
いての説明を行い、了承した者のみが回答を行った。無
効回答除去後の有効回答人数は 82名（男性 17名、女性
65名）となり、これらのデータを分析対象とした。
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図 1: 印象評価語と楽曲特徴の関係モデル

3.1 楽曲特徴と印象評価
まず、印象評価語と楽曲特徴との関係について Lasso

回帰を用いて分析した。楽曲特徴に対する係数 βによる
関係モデルを図 1に示す。図 1の赤線は負の係数を表し、
黒線は正の係数を表している。また、線の太さ及び色の
濃さは係数の大きさを表す。図 1から、楽曲の明るさを
表す印象評価語である「スローテンポ-アップテンポ、静
かな-にぎやかな、しんみりした-うきうきした、暗い-明
るい」は多くの主成分と強く接続されており、特に第 1、
第 5、第 6、第 8、第 12主成分が強く関係していること
がわかる。また、「軽量感のある-重量感のある、厚い-薄
い、日常的な-ドラマティックな、やわらかい-かたい」と
いう印象評価語も楽曲特徴による影響を受けているよう
に見える。しかしながら、これらの印象評価語と主成分
の関係は楽曲の明るさほど顕著ではないため、楽曲特徴
以外の要因が影響していると考えられる。
3.2 パーソナリティ特性と印象評価
次に、印象評価語とパーソナリティ特性との関係につ
いて Lasso回帰を用いて分析した。パーソナリティ特性
に対する係数 βによる関係モデルを図 2に示す。図 2か
ら、パーソナリティ特性の開放性及び誠実性、情緒不安
定性は若干ではあるものの「軽量感のある-重量感のあ
る、やわらかい-かたい」という項目に関係していること
がわかる。これらの印象評価語は他の印象評価語と比較
して楽曲特徴との繋がりが弱く、別の要因の可能性が考
えられていたものである。
しかし、印象評価語とパーソナリティ特性の関係は楽
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図 2: 印象評価語とパーソナリティ特性の関係モデル

曲特徴に比べてとても微弱である。その理由として、印
象評価語が楽曲の明るさを表すようなものが多く、聴取
者が想起した情景を表すような語ではなかったことが原
因だと考えられる。そのため、多くの印象評価語におい
て楽曲特徴が強く影響した反面、パーソナリティ特性の
影響が見られなかった。
4 リラクゼーション効果の分析
4.1 実験手法
楽曲聴取者のリラックス度と印象評価語について相関
分析を行った。本研究の目的と方法に関して同意の得ら
れた健康男子学生 3名（年齢 22歳）を対象とし、楽曲聴
取時の脳波計測及びアンケート調査を実施した。実験手
順を図 3に示す。実験は、被験者を 3分以上椅子に座っ
て安静にした後に開始した。被験者には実験中常にイヤ
ホンを装着してもらい、各楽曲 60秒ずつ閉眼安静状態
で聴取させた。また、各楽曲の聴取前に約 60秒間のイ
ヤホンから音が流れていない状態（以下、無音状態）を
挿入し、楽曲聴取後に印象評価と S-MARE[10]の回答を
行うように指示した。実験は 10曲を 6曲と 4曲に分け
て 2回行った。被験者の脳波は国際 10/20法に準拠した
脳波計測器である Epoc+（EMOTIV Inc.）を使用して
計測時のサンプリング周波数 256Hz、分解能 16bitで計
測した。
計測した脳波の前処理としてバンドパスフィルタ

（5Hz、43Hz）によるフィルタ処理を行った。使用電極は
AF3、F3、T7、T8、F4、AF4電極を使用した。また、
脳波を用いたリラックス度の推定には無音状態及び楽曲
聴取状態の終了前 16秒間のデータを使用した。
4.2 実験結果
被験者ごとの相関行列を表 3に示す。diffが接頭辞と
なっているものは、無音状態のリラックス度と楽曲聴取

実験開始

約60秒間の無音状態

60秒間の楽曲聴取状態

アンケート回答時間

1曲目 4または6曲目

実験終了
リラックス度算出区間

図 3: 実験手順

状態のリラックス度の差である。表 3から被験者ごとに
相関係数がかなり変動しており、リラックス度に関係す
る印象にも個人差が存在していることがわかった。また、
本研究において有意差が見られたのは被験者 02のみで
あった。被験者 02の相関関係を見ると印象番号 4「暗い-

明るい」、印象番号 5「日常的な-ドラマチックな」と脳
波から推定したリラックス度に負の相関が見られる。こ
のことから、被験者 02は暗く、日常的と感じる楽曲で
リラックス度が上がると言える。さらに、S-MAREは印
象番号 6「やわらかい-かたい」との負の相関が見られ、
被験者 02においてやわらかいと感じる曲ほど主観的な
リラックス感が得られることがわかった。
今回、3名の被験者に対して実験を行ったが、2名の被
験者において相関に有意差が見られなかった。原因とし
ては楽曲数が少なかったためにデータ量が不十分であっ
た可能性が考えられる。
5 おわりに
本研究では、印象評価に影響する個人差の要因として
パーソナリティ特性に着目し、回帰分析を行なった。そ
の結果、開放性・誠実性・情緒不安定性・調和性につい
て印象評価語との関係が見られた。しかし、楽曲特徴と
印象評価語の関係に比べるとこれらの関係は微弱であっ
た。その原因として、印象評価語が楽曲の明るさを表す
ようなものが多かったことが挙げられた。そのため、今
後の研究では聴取者の想起した情景を反映した印象評価
語を採用する必要がある。
また、リラックス度と印象評価の相関分析を行なった
結果、印象評価とリラックス度の関係についても個人差
が確認できた。しかし、有意差が見られた被験者は 1名
のみであったため、今後はより多くの被験者及び楽曲を
用いた実験・分析を行う必要がある。
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